
 

ふじみ衛生組合新ごみ処理施設建設ニュース 

 

ｖｏＬ ３３  平成２３年 ６月発行 

 ふじみ衛生組合（組織市：三鷹市・調布市） 
 

 今月号のニュースでは、第１４回地元協議会の協議内容、建設工事見学会の結果及び現在

までの新ごみ処理施設建設工事の進捗状況等についてお知らせします。 

 

 
 

● 第１４回地元協議会（平成２３年６月１７日開催）での主な協議内容 

△ 工事協定（既締結）に基づく協議 

・ 大型クレーン（１５０ｔ）の組み立て作業のため、平成２３年７月１７日（日） 

午前８時から午後９時まで作業を行います。 

   ・ 土曜日に限り工事車両の出入り口として、東八道路側東側「不燃物処理資源化施設」 

の出入り口（Ｄゲート）も使用します。 

※  作業にあたって、騒音・振動が極力低くなるよう努め、車両の搬出入には保安員 

を配置し交通安全に十分配慮します。 

 結果 ： 上記工事協定に関する協議内容は、地元協議会で了承されました。 
 

△ 環境保全に関する協定についての協議 

・ 不燃物処理資源化施設の処理状況、平成２３年度の改修工事等について 

・ ごみ処理の広域相互支援等ごみ受け入れについて   

△ 地元協議会会長の交代 

地元協議会会長が、増田雅則氏(調布市)から石坂卓也氏（調布市）に代わりました。 

                      

          

                 

       

 

 

 

● 地元協議会次回開催日程 
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第１５回地元協議会 

・日時：平成２３年７月２９日（金）  午後６時３０分～午後８時３０分 

・場所；新ごみ処理施設建設工事現場事務所大会議室 

建設現場 
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建 設 工 事 進 捗 状 況 

 

 

● 第１回ふじみ衛生組合新ごみ処理施設建設工事見学会の結果について 

開催日：平成２３年６月５日（日）    参加者数：６３名 

△ 主な質問意見 

  ・工事費はいくらですか：１０１億６４００万円（税込み） 

  ・発電量はいくらですか： 発電約４４３０万ｋＷｈ／年、 

うち売電約３０００万ｋＷｈ.;;／年（約３億円）を予定 

  ・耐震性は： 最新の耐震構造で設計しており、東日本大震災程度の揺れにも耐える構造 

   ・緑地のビオトープ（自然を残し野生動植物が生息する空間）の設計に専門家の意見を 

 

 

 

     建設現場ではタワークレーンを立ち上げ、 ごみピット、１階、煙突のコンクリート打設 

を行っています。工事の進捗率は約１２％です。                                                                                                            

    【工事現場全景】    撮影日：平成 23年 6月 21日 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設工事見学会の結果について 

 
 

                   写真 

 

 

ごみピット部 

１階部

 

煙突部 

問い合わせ : ふじみ衛生組合 新施設建設準備室      担当：田中、深井 

電 話   ０４２－４９０－５３７４ 

   ｆａｘ  ０４２－４８２－５４９１ 

ふじみホームページ     http://www.fujimieiseikumiai.jp 

 

 

【１階部】 【ごみピット部】 


